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The immature stages and life-history of Mycalesis gotama nanda 
FRUHSTORFER in Formosa 
By Baw Sine Cuang 


種 gotama は アッ サム , ビル マ , トン キン , アン ナン , 中 国 大 陸 (中 支 以 南 ) , 日 本 , 朝鮮 な ど に 広く 分 布 し , 
若干 の 亜 種 に 分 類 さ れ て いる 。 そ の うち 日 本 産 別 亜 種 (M. gotama fulginia) の 生活 史 に つい て は 多く の 報 文 が あ 
る が , 台湾 産 亜 種 の 食 草 お よび 生活 史 は 未知 の まま で あっ た 。 筆者 は 本 種 の 生活 史 を 調査 する 機会 が あり , 若干 の 
知見 を 得 た の で と と に 報告 する 。 こ と の 調査 を 行なっ た 電 間 は 1963 年 10 月 より 1965 年 の 1 月 まで , 調査 は お も 台湾 
北部 の 桃園 県 (TAo Uan Hsien) の 観音 (KOAN Yin) 地方 で 行なっ た 。 


















































TIJ 幼生 期 に つい て 


ヒメ ジャ ノ メ の 産卵 は 日 本 で 観察 され た の と 同じ く , 多く 夕刻 に 行なわ れる 。 母 蝶 は 食 草 の 茂み を パタ パタ と ゆめ ゆ 
っ くり 飛び な が ら 産 卵 位置 を 選択 する 。 草むら の 食 草 の 葉 に と まっ た 母 蝶 は , 腹部 を 深く 曲げ 葉 裏 に 産卵 する 。 第 
1 卵 を 産ん で か ら 第 2 卵 を 産む まで の 時 間 の 間隔 は 2 一 3 秒 程度 , 第 1 卵 産 付 後 多少 左 ま た は 右 に 移動 し , 第 2 卵 
を 産 付 する が , 3 一 4 粒 産卵 すれ ば 多少 葉 表 に は い 上 が る よう に し , 今度 は 逆 の 方 向 に 向っ て 移動 し な が ら 産 卵 を 
続行 する 。 例え ば 第 1 列 は 右 か ら 左 へ , 第 2 列 は 左 か ら 右 へ , 第 3 列 は 右 か ら 左 へ と 産卵 し て 行く 。 産 付 位置 は 食 
草 の た わん だ 所 , すなわち 水平 に な っ た 所 が 最も 好適 らし い 。 1 回 に 産 付 さ れる 数 は 一 定 し な い が 2 6 個 程度 が 
普通 , 今 ま で 観察 し えた うち で 最高 は 12 個 。 卵 の 概 形 は 円 型 に 近い マン ジュ ウ 型 , 食 草 と の 接触 面 は 僅か に 局 平 , 
肉眼 で は 平滑 に 見 える が , 顕微 鏡 で 拡大 すれ ば 邊 い 不 規則 な 網目 状 隆起 模様 が 認め られ る 。 色彩 は 淡 緑色 で 光沢 が 
ある 。 径 0.9 mm, 高き 1.1 mm 程度 。 日 本 産 加 種 の 肖 定 記録 に 比べ る と や や 大 きめ で ある 。 

骨 化 し た は か り の 幼虫 は , 卵殻 の 大 部 分 を 喰 べ 尽 し た 人 後 , 葉 裏 に 位置 し た まま 集団 生活 を 送る 。 た ま に は , XE 
に 位置 する も の も ある が , それ は 概して うす ぐら い 陰 に な っ た 所 に 限ら れる 。 若 令 幼虫 は と に きた ま 3 一 4 頭 か ら ま 
りあ っ て いる 場合 も ある が , それ は 脱皮 時 に 多い 現象 で ある 。 体形 , 体 色 と も に 若 令 時 より 終 令 に いた る まで 変化 
は 少な い 。 

終 令 幼虫 は 体長 34 mm 内 外 (達し , 胴 部 は 細長 い 円 筒 形 , 尾 端 の 2 叉 し た 突起 は や や 長く 体 に 平行 , 日 本 産 亜 種 
に つい て 記載 され て いる よう 僅か に 上 方 に 反 る と と は 少な い 。 気 門下 線 は ひだ 状 に 隆起 する 。 胴 部 の 毛 お よび そ 
の 基部 隆起 は 極め て 短 か く , ルー ペ に て 始め て 観察 し 得る 程度 。 胴 部 の 地 色 は 淡 覧 緑色, 背 線 は 2 本 に 分 れ 細 S, 
や や カー キ 人 色 を お びる 。 TH. 気 門 上 線 お よび と れ ら に 平行 に 胴 部 を 終 走 する 条 線 は ほぼ 同じ 太 さ で 淡色 , 気 門 
下線 は 目立っ て 太く 黄色 を 帯び る 。 気 門 は 淡 褐 色 。 

頭 部 は は ば 円 形 , 四隅 で や や 角 ば り , 頭頂 両側 に 上側 方 1 と 向っ て 開く 円 雛形 の 太い 突起 が ある 。 と の 突起 は 日 
本 産 ヒ メジ ャ ノ メ よ り も や や 鋭く と が る 。 全面 に 微小 な 短 毛 を 生じ , その 基部 の 隆起 も と くに 微小 , 地 色 は 淡 褐色 , 
突起 を 含む 頭頂 部 と 側面 は 早 褐 色 。 大 き さ は 中 2.2-2.7 mm, 頭 部 突起 問 の 巾 3.0 mm, 高き 2.2 一 2.6 mm 程度 。 

幼虫 の 中 に は 3 令 時 より 茶 損 色 の も の が 見 られ る が , 飼育 の 結果 次 の と と が 判明 し た 。 すなわち 太陽 光線 の 欠 え 
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し た 所 で 生長 し た 幼虫 は 茶褐色 と な る 傾向 が 強く , その 傾向 は 終 令 時 に さら に 顕著 と な る 。 12 頭 の 幼虫 を 初 令 時 よ 
り シャー レ た て 室内 で 飼育 し た と と ろ , 3 令 時 に 1 頭 , 4 令 時 に は 3 頭 , 終 令 時 に は その 全数 が 茶褐色 と な っ た 。 
また 野外 に お いて 観察 し た 結果 を まとめ れ ば , 4 一 5 令 時 の 幼虫 , と く 克 終 令 幼 虫 は 摂 食 時 以外 は 好 ん で 地面 ま 
た は 地面 近く の 枯葉 や 草 の 葉 陰 に 位置 する と と が 多い 。 その うち , 枯葉 の か げ や 太陽 の 殆 ん ど 照 る と と の な い 竹 や 
ぶ の 陰 の 食 草 な ど に 位置 する も の は , 体 公 が 茶褐色 で ある と と が 多く , 充分 な 日 光 を 浴び る と と の で きる 緑 葉 の し 
げ み に 位置 する も の は 体 色 も 緑色 で ある と と が 多い 。 

と と ろ が 幼虫 期 の 体 色 は 由 化 後 の 体 人 色 と な ん の か か わり も 無く , 螺 化 位置 に 応じ て 保護 色 と な る 。 すなわち 枯葉 , 
H, その 他 附 近 の 雑 物 Oboe T4 iICovCIMEUZ Soi 褐色 系 (若干 の 濃淡 階段 が 見 られ る ) , 緑色 の 葉 
Sb3E ElCCHMEU7: 6013 Cf. 

MEME LUT, 食 草 の 茎 あ る い は 葉 裏 の 主 脈 に 位置 する と と が 最も 多い 。 概して 地上 より 30cm まで の 間 が 
最 机 の 其 化 位置 。 冬期 は や や 低め の 場合 が 多く , 夏期 は 高め の 場合 が 一 般 に 多い よう で ある 。 

由 の 概 形 に つい て 述べ る と , 背 ・ 腹 面 よ り 見 た 腹部 の 最大 巾 は 請 部 の 店 より か な り 店 広く , その 比 は 約 19 : 15, 
両者 間 は ほ ば 直線 上 で くびれ は 殆 ん ど 認 め られ な い 。 体 の 後半 部 は 尾 端 に 向っ て や や 急激 に 細 ま る 。 側面 よ り 見 れ 
腹面 の 線 は や や 直線 に 近く , 次 部 先 半 部 に は 周 出 が 認め られ る 。 腹部 第 14 節 の 亜 背 部 C 1 対 の 白色 小 円 点 が 
ある 。 体長 は 15mm 内 外 。 
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[II】 食 草 に つい て 


イネ , メ ヒ シ バ , アシ カキ (Leersia hexandra), スス キ , コチ ヂ ミ ザ サ (Oplismenus japonicus), アシ ボソ , 
コメ ヒシ バ , オオ バチ ヂ ミ ザ サ (Oplismenus patens), オガ サワ ラス ズ メ ノ ヒ エ (Paspalum conjugatum) な どの 
イネ 科 植 物 を 食べ る が , 食 任 に な ら な い イ ネ 科 植物 も 多い 。 


[11] 36 生 経過 


第 1 化 の 成虫 は 1 月 中 句 よ り 下 牧 に か け て 出現 する 。 と の 第 1 化 の 成虫 は 直ちに 産卵 を 行なう こと な く , 2 月 中 
旬 頃 産卵 を 開始 し , 4 月 初 人 句 よ り 下 旬 に か け て 第 2 化 が 発生 する 。 と の 第 2 化 に は 冬 型 と 中 間 型 が まじ る 。 6 月 中 
旬 に は 完全 に 夏 型 の 斑紋 を も つ 第 3 化 が 出現 し , 7 月 の 中 句 か ら 下旬 に か け て 第 4 化 ( 夏 型 ) 。 さら に 第 5 化 は 10 
月 上 旬 か ら 下 名 に か け て 発生 し , HW, 中 間 型 , 冬 型 な ど 各種 の 型 を 生じ , それ に 加え て 第 4 化 の 生き 残り と 共に 
雑然 と し た 様相 を 呈す る 。1964 年 , 桃園 県 観音 卿 に お ける 飼育 経 退 の 数 例 を 示す と 次 の よう で ある 。 
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上 記 の 表 で も わか る よう に , 幼虫 期 の 長短 に は 若干 の ずれ が あり , この 現象 は 冬期 に 甚だ し い 。 ま た 会 郎 に お け 
ZARI AMELO, 卓越 冬 と も 言う こと が で きよ う 。 














LTV 成虫 の 習性 








日 中 は 草むら に ひそ み 夕 刻 に 活 溢 な 活動 を 見 せる 。 交尾 も 多く 夕刻 に 行なわ れ り 。 生息 範囲 は 山林 内 , 水田 , 路傍 
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の 深い 雑草 の 生え た 溝 な ど が 主 で ちあ る が , た ま に は 市 街 地 ま で 迷い と むと と が ある 。 成虫 の 食性 は 自然 状態 で は 観 
察 出 来 な か っ た が , 飼育 の 際 に 与え れ ば , 水 に 溶かし た 味噌 漬 の 野菜 の 汁 , ミカ ン , パパ ヤ の 汁 な ど を 好 ん で 吸う 。 

終わ り に 御 指導 を いた だ いた 九州 大 学 の 白水 隆 教授 , 並び に 同 教授 を 通 じ て 食 草 同 定 の 労 を わずらわし た 鹿児島 
大 学 農学 部 の 初島 住 彦 教授 に 深い 感謝 の 意 を 表す る 。 
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SUMMARY 


The immature stages and life-history of Mycalesis gotama nanda FRUHSTORFER were investigated 
in North Formosa in the period from Oct, 1963 to Jan, 1964, 


1. Egg-laying and egg: In the evening the female butterfly lays about 2-6 eggs in rows on the 
underside of a leaf of the food-plants, An egg is semi-globular, very minutely and irregularly 
reticulated, and pale green in colour ; its diameter is 0,9 mm,, and height 1.1 mm, 


2. Food-plants: Syntherisma sanguinalis, Leersia hexandra, Oryza sativa, Oplismenus japonicus, Pollinia 
willdenowiana, Paspalum conjugatum, Digitaria chinensis, Miscanthus sinensis, Oplismenus patens. 


3. Larva: The larvae are gregarious and sit on the underside of leaves, The coloration of body 
is green in the 1st and 2nd instars, but after 3rd instar the brown type appears besides the 
ordinary green one, and the larvae of this type are especially abundant in the gloomy habitat, 
The green larvae may change into the brown type in every 3rd to 5th instar, As a matter of 
course, the ratio of the numbers of brown type larvae to those of green ones is highest in the 
larvae of 5th instar grown under gloomy circumstances, The coloration in larval stage has no 
relation to that in pupal stage. The length of 5th instar larvae is about 34mm, 


4. Pupa: The pupae are usually found on the underside of leaves or stems of the food -plants 
(in this case the pupae are always green in colour), but they are sometimes found on the dead 
twings or the clods (in this case the pupae are brown), The length of pupae is about 15mm, 
The hibernating stage is the pupae. 

5. Flying period: Five broods in a year; the first brood appears in the middle to the end of 
January, the second brood in April, the third in June, the fourth in July and the last brood in 
October, 
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